
講演者プロフィール 

 

○小川 誠（おがわ まこと）氏 

 

 1983 年一橋大学経済学部卒業。同年労働省入省。その後、労働省内の大臣官房、労政局、職業安定局に勤務す

るほか、コロンビア大学ビジネススクール留学、通商産業省産業政策局産業構造課長補佐、大分県職業安定課長、

世界銀行、厚生労働省社会保障担当参事官室政策企画官、内閣情報調査室参事官、外国人雇用対策課長、国土交

通省総合政策局観光資源課長、雇用政策課長、人事課長等を経て、2012 年 9 月より現職。 

 

○中川荘一郎（なかがわ そういちろう）氏 

 

株式会社髙島屋人事部人事政策担当次長 

1968 年生。1991 年株式会社髙島屋に入社。 

大宮店営業第 4 部（食料品）に配属後、総務部にて経理、人事、総務を担当。 

2000 年 3 月百貨店事業本部関東事業部企画室にて店舗政策等を担当。 

2003 年 3 月より現職。 

全社の人事政策（各種人事制度、要員採用計画、ワーク・ライフ・バランス等）の立案・推進を行う。 

社外においても「女性の活用」「パートの活用」「ワーク・ライフ・バランス」等のセミナー・フォーラムでの講

演や寄稿を行う。共働きのため、炊事・洗濯も日常的にこなす。 

 

委員関連《現在進行形》 

○企業研究会「ダイバーシティ＆ワーク・ライフ・バランス推進フォーラム」運営幹事（2007～） 

○日本経団連「労働法規委員会労働法企画部会」委員及び「同労働時間制度等ＷＧ」委員（2009～） 

○ 同「労働法規委員会労務管理政策部会労務管理問題検討ＷＧ」座長（2011～） 

○ 同「雇用委員会雇用政策部会」委員（2011～） 

○日本百貨店協会百貨店労使懇談会「仕事と生活の両立推進ＷＧ」委員（2010～） 

 

著書等 

○ぎょうせい子育て支援シリーズ第２巻ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ－企業の子育て支援－ 

紹介育児休業取得と公正な人事評価・処遇(2008） 

○産労総合研究所「師長主任業務実践」看護を Bird‘s Eye する（2010 連載） 

 

○前田 幹弘 （まえだ つねひろ）氏 

 

駒澤大学卒 

ＹＭＣＡ東京国際ホテル専門学校専攻科卒 

有馬温泉 下呂温泉の旅館で就労 

昭和 57 年 湯元榊原館入社 

平成 11 年 代表取締役に就任 

 

ＰＳ 平成 21 年 10 月 厚生労働省 「高年齢者雇用開発コンテスト」最優秀賞受賞



 

○木谷 宏（きたに ひろし）氏    

     

麗澤大学経済学部 教授 

 

1959 年生まれ。広島県出身。1985 年東京大学経済学部卒業、食品企業入社。米国ジョージ・ワシントン大学ビ

ジネススクール留学（MBA）。マーケティング・スタッフを経て米国現地法人 COO（最高執行責任者）。1999 年

4 月より人事部にて成果主義の企画および運用の任にあたる。経営企画部長、CIO（最高情報責任者）。2008 年よ

り学習院大学経済学部特別客員教授。2010 年 4 月より現職。 

 

学習院大学経済経営研究所 客員所員。 

鳥取県政アドバイザリースタッフ。第四期東京都男女平等参画審議会委員。 

港区ワーク･ライフ･バランス推進企業認定審査会委員長。 

組織学会、人材育成学会所属。 

中央大学大学院総合政策研究科博士後期課程単位取得退学（人的資源管理論）。 

 

著書に「社会的人事論 年功制、成果主義に続く第 3 のマネジメントへ」労働調査会、「経営戦略」中央経済社（共

著）、「在宅勤務 導入のポイントと企業事例」労働調査会（共著）、「ワーク･ライフ･バランス推進マニュアル」

第一法規（監修）、「現代経営講座 革新型管理者実践コース 目標管理と人材育成」日本経営協会、ほか。 

 

○石塚 由紀夫（いしづか ゆきお）氏 

 

1964 年 新潟県長岡市生まれ 

1988 年 早稲田大学教育学部卒 

1988 年 日本経済新聞社入社 

1991 年 日本経済新聞社編集局婦人家庭部（現生活情報部）に配属。 

以降、女性活躍推進やワークライフバランスといった企業の人材活用施策、子育て支援や介護保険制度など少子

高齢化の問題を中心に取材活動を継続。 

2008 年 日本経済新聞生活情報部編集委員（現在に至る） 


